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「聖年の扉を開く式」（１２月１３日）　式次第（小教区用）



～入　堂（扉を開く式）～

・特別聖年の開始を特徴づける特別な行為は、扉を開くことと、司教、司祭、助祭、信徒による荘厳な行列である。
・各小教区の聖堂の構造によるが、出来るならば聖堂の外から、司祭が扉を開き、司祭、信徒とともに、扉をくぐり入堂することがふさわしい。
・難しいようであれば、司祭が外から扉を開き、奉仕者（侍者）とともに荘厳に入堂する形でもよい。


・司祭は扉の前に立ち次のように言う。

司　祭：正義の門よ、とびらを開け。
一　同：中に入って神に感謝しよう。

・司祭は扉を開き、次のように言う。

司　祭：これは神の門。
一　同：この門を通って中に入り、いつくしみとゆるしをいただこう。

・入祭の歌：典礼聖歌１５８「門よとびらを開け」
　歌とともに、侍者を先頭に司祭団がその開かれた扉から入堂する。
会衆が外にいる場合は、司祭のあとに続いて共に入堂し、それぞれの会衆席へ移動する。
・司祭は祭壇に表敬し、献香をしてから自席に向かう。

司　祭：父と子と聖霊のみ名によって。
一　同：アーメン。

司　祭：御父のいつくしみ、わたしたちの主イエス・キリストの平和、
聖霊の交わりが皆さんとともに。
一　同：また司祭とともに。

・司祭は神をほめたたえるよう会衆を招く。

司　祭：わたしたちの罪をゆるし、痛みをいやしてくだる御父はたたえられますように。
一　同：神よ、あなたのいつくしみは永遠。

司　祭：恵み豊かであわれみ深く、怒るにおそく、
　　　　　いつくしみ深い神はたたえられますように。
一　同：神よ、あなたのいつくしみは永遠。

司　祭：ご自分の子らをいつくしんでくださる神はたたえられますように。
一　同：神よ、あなたのいつくしみは永遠。　　　　　　　　　　　　 　　　（詩編103参照）





・続いて、司祭はたとえば以下のようなことばで短い勧めのことばを述べる。

司　祭：愛する皆さん。イエスとそのいつくしみのみ顔を見つめて、教皇様は、無原罪の聖マリアの祭日に特別聖年の始まりをお告げになり、わたしたちとすべての人のために、神のいつくしみの扉が開かれました。
名古屋教区でも、今日カテドラルでは、松浦司教がカテドラルの扉を開かれ、特別聖年の始まりを告げられます。そして、司教様は各小教区でも一致のうちに、同じ儀式をもって特別聖年の始まりを迎えてもらいたいと望んでおられます。
全世界の教会との交わりの中で、この祭儀は、わたしたちの教区の教会にとって聖年の厳かな始まりであり、この聖なる年にわたしたちを待つ恵みと和解の深い体験の先駆けとなるものです。
わたしたちは、いつくしみの福音を喜びのうちに聞きます。この世から罪を取り除いてくださる神の小羊である主キリストは、世界の至るところでいつくしみの福音をたえず告げ知らせ、世界の造られたすべてのものに繰り返し告げられたご自分の愛のうちに喜ぶようわたしたちを招いておられます。



～洗礼の想起と洗礼の約束の更新～

・祝福される水を入れた灌水器が司祭のもとに運ばれ、司祭は以下のようなことばで一同を祈りに招く。

司　祭：皆さん、洗礼を思い起させるこの水を、神が祝福してくださるよう願い求めましょう。そして、この水によって、イエス・キリストの復活の力を通して与えられる神のいつくしみと救いを願いましょう。

・一同はしばらく沈黙のうちに祈る。それから、司教は手を合わせて次の祈りを続ける。

司　祭：すべてを造り、いのちを与えてくださる全能の神よ、
この水を　＋　祝福してください。
この清めの泉から水を注がれたわたしたちの罪をゆるし、
わたしたちをすべての悪から解放し、
あなたに守られる恵みをお与えください。
神よ、あなたのいつくしみによって、
永遠のいのちをもたらす水を湧き出させてください。
あらゆる危険から守られ、
清い心でみもとに近づくことができますように。
わたしたちの主イエス・キリストによって。　　（「ローマ・ミサ典礼書」灌水式参照）
一　同：アーメン。

・続いて、司祭は灌水器を取り、最初に自分自身に灌水してから、共同司式者、奉仕者に灌水し、最後に会衆席を回りながら会衆に灌水する。
・この間、典礼聖歌９６「この水を受けた」を歌う。

・会衆の灌水を終えたら司祭は席に戻り、次のように言う。

司　祭：全能の神がわたしたちの罪をゆるし、
この感謝の祭儀を通して神の国の食卓をともにする者として下さいますように。
一　同：アーメン。
・司祭は次の集会祈願を唱える。

司　教：祈りましょう。
喜びの源である父よ、御子キリストの誕生を心から待ち望むわたしたちを顧みてください。喜びのうちに降誕祭を迎え、この救いの神秘を祝うことができますように。
聖霊の交わりの中で、あなたとともに世々に生き、支配しておられる御子、
わたしたちの主イエス・キリストによって。
一　同：アーメン。

　・この後、「ことばの典礼」に入り、ミサが通常どおり続けられる。



*****************************************************



～　派遣の儀　～

・聖体拝領後に、一同で公式賛歌「いつくしみ深く　御父のように！」を歌う。

・拝領祈願後、通常通りの小教区の簡単なお知らせをおこなう。
・お知らせを終え、司会者が「これよりいつくしみの特別聖年 派遣の儀を行います。」などとアナウンスする。

　・司祭は次のような招きによって、一同とともに「特別聖年のための祈り」を唱える。
　　祈りが長いので、次のような形で会衆席を２つに分けて左右交互に祈ることもできる。

司　祭：これからはじまる、神のいつくしみの聖年が、主の恵みに満ちた一年となるよう、
心をひとつにして、「特別聖年のための祈り」を唱えましょう。

司　祭：主イエス・キリスト、 
一　同：あなたは、わたしたちが天の御父のようにいつくしみ深い者となるよう教え、 
あなたを見る者は御父を見る、と仰せになりました。 
み顔を示してくださればわたしたちは救われます。 
　
会衆右：あなたの愛に満ちたまなざしによって、 
ザアカイとマタイは富への執着から解き放たれ、 
姦通の女とマグダラのマリアは、 
この世のものだけに幸せを求めることから解放されました。 

会衆左：ペトロはあなたを裏切った後に涙を流し、 
悔い改めた盗人には楽園が約束されました。 
あなたはサマリアの女に、 
「もしあなたが神のたまものを知っていたなら」と語られました。 
このことばを、わたしたち一人ひとりに向けられたことばとして聞かせてください。

会衆右：あなたは、目に見えない御父の、目に見えるみ顔です。
何よりもゆるしといつくしみによって、自らの力を示される神のみ顔です。
教会がこの世において、復活し栄光に満ちておられる主のみ顔となりますように。

会衆左：あなたは、ご自分に仕える者が、弱さを身にまとい、
無知と過ちの闇の中を歩む人々を、
心から思いやることができるようお望みになりました。
これら仕える者に出会うすべての人が、
神から必要とされ、愛され、ゆるされていると感じることができますように。

一　同：あなたの霊を送り、わたしたち一人ひとりに油を注ぎ、聖なるものとしてください。
神のいつくしみの聖なる年が、主の恵みに満ちた一年となり、
あなたの教会が新たな熱意をもって、貧しい人によい知らせをもたらし、
捕らわれ、抑圧されている人に解放を、
目の見えない人に視力の回復を告げることができますように。

司　祭：この祈りを、いつくしみの母であるマリアの取り次ぎによって、
御父と聖霊とともに世々に生き、治めておられるあなたにおささげいたします。
一　同：アーメン。


・最後に司祭は、待降節のための荘厳な祝福を与える。

司　祭：わたしたちはひとり子の到来を信じ、その再臨を待ち望んでいます。
　　　　　全能の神、あわれみ深い神が、
　　　　　近づいて来られるひとり子の輝きによって皆さんを聖なる者とし、
　　　　　祝福で満たしてくださいますように。
一　同：アーメン。

司　祭：日々の生活の中で、神が皆さんに揺るぎない信仰を与え、
　　　　　希望をもって生きる喜びと、
　　　　　尽きることのない愛で満たしてくださいますように。
一　同：アーメン。

司　祭：救い主の栄光に満ちた再臨のとき、
　　　　　神が皆さんに、永遠のいのちの恵みを豊かに与えてくださいますように。
一　同：アーメン。

司　祭：全能の神、
　　　　　父と ＋ 子と ＋ 聖霊の ＋ 祝福が皆さんの上にありますように。
一　同：アーメン。

・祝福の後、以下のようなことばによって、派遣のことばを告げる。

司　祭：天の御父がいつくしみ深いように、いつくしみ深いものとなりなさい。
行きましょう、主の平和のうちに
一　同：神に感謝。

・派遣の歌は、典礼聖歌１４０「全世界に行って」、３９７「すべての国よ神をたたえ」、４０８「行け　地のはてまで」、カトリック典礼聖歌集２０４「アレルヤすべての国よ神をたたえ」などを歌うことができる。
・侍者を先頭に司祭は、開かれた扉から退堂する。
・可能であれば、そのまま会衆席の前列の方々から、行列をつくりともに退堂し、派遣されていく意味を反映できると良い。
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